
肇

論

の

研

究

釜

淵

清

英

第

二

章

物

不

遷

論

本
章

に
於

て
は
特
に
萬
法
の
不
遷
、
塞
な

る
法
理
を
論
す
。
先
づ
本
論

の
冠
頭
第

一
文
を
起
し
て
、

夫
生
死
交
謝
、
寒
暑
迭
蓬
、
有
物
流
動
、
人
之
常
情
。
(正
藏
四
五
、
一
五
一
)

と
云
ふ
て
風
俗
の
迷
執
、
常
情
を
述

べ
て
居

る
。
.即
ち
萬
有
か
時
間
、
塞
間
を
通
じ
て
遷
動
す
る
と
解
す
る
は
妄
見

で
、
元
來
、
諸
法
は
常
に
湛
然
寂
静

で
あ

つ
て
動
と
解

し
、
静
と
断
す
る
も
決
し
て
當
相
の
全

一
を
認
識
す
る
も
の

で
な

い
。
愛

に
本
論
を
立
論
し
、
凡
ゆ
る
妄
情
、
迷
見
を
戴
断

せ
ん
と
し
た
の
で
あ

る
。

吾
人
が
森
羅
萬
象
を
見

る
に
或
は
動
、
或
は
静
と
噺
定
す
る
も
彼
は
其
等
の
見
解

に
封
し
て
反
封
的
立
場
に
立
脚

し
て
、

尋
夫
不
動
之
作
、
豊
繹
動
以
求
静
、
必
求
静
於
諸
動
、
必
求
静
於
諸
動
、
故
錐
動
而
常
静
、
不
繹
動
以
求
静
、
故

錐
静
而
不
離
動
、
然
則
動
静
未
始
異
(同
論
一
五
一
)

と
、
是
れ
動
静
不
二
の
端
的
で
あ

つ
て
、
恰
も
水
波

の
如

く
水
を
離
れ
て
波
浪
な
し
、
波
浪
を
放
棄
し
て
水
が
な
い

様

で
あ

る
。
即
ち
差
別
の
世
界
を
脚
却
し
て
観
察
す
れ
ば
自
ら
李
等
観
と
な
り
、
艀
帥
動
、
動
帥
静

の
観
察
眼
を
髄

肇

論

の
研

兜

(二
九
)
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齢筆
論

の
研
究

(
三
〇
)

得
す
る
こ
と

、
な
る
。
故

に
宗
鏡
録

に
も

若
了
眞
心
不
動
、
則
萬
法
不
遷
、
若
見
萬
法
遷
謝
、
皆
是
妄
心
、
以

一
切
境
界
唯
心
妄
動
、
若
離
心
識
、
帥
街
無

一
法
常
住
、
量
況
有
萬
法
遷
移
。

と
あ

る
。
然

る
に
迷
者
は
動
静

一
如
の
理
法
を
識
ら
す
し
て
、
却

つ
て
爾
者
の
隔
別
な
る
に
執
れ
、
途
に
は
佛
法
は

異
読

に
惑
齪

さ
れ
、
敏
理
は
異
解

に
克
服
さ
れ
て
容
易

に
静
躁

一
如

の
究
理
を
關
明
す
る
に
難

い
。
さ
れ
ば
老
子
は

上
士
聞
道
勤
而
行
之
、
中
士
聞
道
若
存
若
亡
、
下
士
聞
動
大
笑
之
、
不
笑
不
足
以
爲
道
。
(道
徳
経
四
+
一
章
)

と
云
ひ
て
中
下

の
士
は
正
見
、
正
思
惟

せ
な

い
の
み
な
ら
す
、
寧
ろ
直
性
を
談
じ
て
滋
味
な
し
と
し

て
洪
笑
す

る
と

述

べ
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
凡
俗

の
爲
め
動
静

の
眞
際
を
珈
か
論
究
す
る
こ
と

、
せ
よ
う
。

凡
そ
物
質
界

の
去
來
を
洞
察
す
る
に
龍
樹

が
中
論

に
、

己
去
無
有
去
、
未
己
亦
無
去
、
離

己
去
來
去
、
去
時
示
無
去
。
(正
藏
三
〇
、
三
)

と
云

へ
る
如

く
動

に
帥
し
て
静
を
求
め
、
而
し
て
物
質
界

の
現
象

に
於
て
も
不
遷
な

る
事
を
識
容
す
る
所
に

一
如

の

端
的
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。
故
凡
俗
の
匪
石
の
心
を
打
破
し

て

夫
人
之
所
謂
動
者
、
以
昔
物
不
至
今
、
故
動
而
非
静
、
我
之
所
謂
静
者
、
亦
以
昔
物
不
至
今

、
故
日
静
而
非
動
、

動
而
非
静
、
以
共

不
來
、
静
而
非
動
、
以
共

不
去
。
(同
論
}
五
一
)

経
鹸
界
彦
以

て
至
理
を
導
き
出

さ
ん
3
、す

る
者
は
昔
物
今

に
至
ら
ず
と
云
ふ
信
條

に
凝
滞
し
、
萬
有

の
移
動
を
眞
な

釦



り
と
し
、
静
寂
な
り
と
云

ふ
は
誰
辮
を
弄
す
と
す
る
。
そ
れ
、
縁
生
無
性
な
る
こ
と
を
了
語

せ
す
、
恰
も
有
部
宗
の

コ
ニ
世
實
有
法
膿
恒
有
L
と
読
く
も
の
と
相
通
す

る
所
が
あ
る
。
裳
に
諸
法
の
静
寂
な
り
と
説
く
は
唯
昔
物
今

に
蹄
來

し
な

い
か
ら
で
あ

る
。
從

つ
て
「
静
而
非
動
」
と
極
論
す
る
の
で
あ

つ
て
、
「
動
而
非
静
」
は
そ
の
來
ら
な
い
事
を
以
て

圭
張
し
、
「
静
而
非
動
」
は
そ
の
去
往
し
な

い
所
を
以
て
説
く
の
で
あ
る
。

斯

く
論
す

る
所
を
見

る
に
頗
る
矛
盾
せ
る
論
辮

に

一
見
考

へ
る
も
差
別
よ
り
孕
等

へ
の
路

に
は
、
必
す
固
定

せ
る

論
理
を
飛
躍

せ
な
け
れ
ば
な
ら
粗
。
共

の
飛
躍
が
存
す

る
庭

に
去
帥

不
去
、
静
帥
動

の
融
通
性
が
あ
る
。
明

の
眞
界

は
物

不
遷
辮
解

に
云
ふ
。

論
圭
謂
昔
物
不
至
今
、
以
見
昔
物
縁
生
無
性
、
去
即

不
去
、
故
不
至
於
今
、
故
日
静
而
非
動
、
此
則
了
達
縁
生
無

性
、
則
去
.即
不
去
所
之
静
也
、
動
而
非
静
以
其

不
來
者
、
蓋
以
其
昔
物
去
・即
不
去
故
不
去
也
、
然
則

昔
物
既
從
縁

塞
故
不
去
不
來
、
有
何
物
而
可
動
哉
。
(績
藏
、
第
一
輯
第
二
編
第
二
套
第
四
冊
三
八
〇
頁
右
下
)

と
説
い
て
ゐ
る
。
由

つ
て
去
と
云
ふ
も
來
と
云
ふ
も
亦
、

一
つ
の
妄
想
に
過
ぎ

ぬ
。

「
善
も
ほ
し
か
ら
す
、
悪
も
お

そ
れ
な
し
」
(歎
異
抄
)
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
併
し
共

の
所
見
は
迷
悟

に
從

つ
て
異

に
し
、
其
所
造
も
從

つ
て
異
同

が

を
生
す
る
も
、
若
し
縁
所
無
性
な

る
に
逆
し
、
物
遷
去
に
著
す
れ
ば
物
性

は
塞
し
、
物
不
去
を
観
添

れ
ば
無
性
の
理

に
順
鷹
し
て
流
通
す

る
の
で
龍
樹
も
中
論

に
衣

の
如
く
云

つ
て
ゐ
る
。

若

巳
滅
不
滅
、
未
滅
亦
不
滅
、
滅
時
亦
不
滅
、
無
生
何
有
滅
、
(正
藏
三
〇
、
二
)

肇

論

の
研

究

(三
一
)
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肇

論

の

研

究

(
三
二
)

若

法
衆

縁
生

、
隔即
旦
北
寂

滅
性

、
日疋
故

生
一生
時

、
旦
丸
二
倶
寂

曲滅
Q

(同
上
一
〇
)

固

よ
り

理
法

は
斯

く

の
如

く

で
あ

る

に
係

ら
す

、
俗
情

に
從

へ
ば
眼
眞

に
封

鷹

に
順

つ
て
當

慮

に
宛

然

の
相

を
観
乍

ら

も
畳
知

せ
な

い
。

萬
有

は
固

よ
り
動

攣

も
な

く
當

腱
を
離

れ
す

常

に
自

ら
湛
然

自

若

た

る
事

一
鮎

の
疑
惑

も
容

れ

な

い
。

故

に
叉
、

既
知

往
物

而
不

來
、
而

謂
今
物

而
可

往
、

往

物
既

不
來
、
今

物

何
所

住
、

何
則

、
求

何
物

於
向

、

於

向
未

嘗
無

、

責

向
物

於
今

、
於
今

未
嘗
有

、

於
今
未

嘗
有

、

以
明

物

不
來
、

於
向
未

嘗
無

、
故

知
物

不
去

、
覆

而
求
今

、
今

亦

不
往

Q

(同
論
、
一
五
一
)

と

説

い
て
不
去

不
來

を
可

及
的

に
論

理
的

に
論

す

る
。

維
摩

が
「
法
無

去
來
常

不
住
故
」
(維
摩
結
経
)
と

道

破
す

る
も

の

と

共

の
面

目

は

一
致
す

る
。
斯

の
如

き

は
佛
性

の
無

表
象

的

表
象

が
創
造
的

表
象

の
終
局

に
於

て
、

攣

化

し
運
動

す

る
も

の
と

、

其

の
背

後

に
潜
む

不
憂

不
動

の

も

の

と
合

一
せ
る
動
静

一
如

の
端

的

で
あ

る
と

同
様

で
、

へ
ー

ゲ

ル

(
Ω
8
お

日
.岳

量

鼻

多

導

①
ぎ

国
お
。一

μ耳
。
占

。・
も・]
)
が

、
次

の
如

く

に
描

出

せ
る
風
光

と
異

ら
な

い
。

こ
を

器

ぎ
ま
島
爵

韓
、
♂
け
婁
9

警
給
。盛
。ゴ

く
o
筈

乱

ゆ冒

¢
p
α
鐸
8
σq
窪
①冨
び

岳
。
自
「ω。冨

ぎ
旨

σq

N
鼠
σq
叶
三
。財
β

芝

霧

昆

。
}三

3

壽

m
。
三

・・ご

・
呂

言

壽

・・
6
三

ω;

剛隻

9

壽

・・

営

、、
(国
三
・
弓
護

霞

国
・
・篭

。
u・℃
馨

く
。
島

。
【↓…

ゆ

H
。。
o
)

斯

く
て
今
昔

の
萬
有
、
夫
々
安
住
の
境
に
随

つ
て
「
青
山
元
不
動
自
雲

去
來
」
.暉
林
句
集
)
と
な
る
。
叉
「
去
來
」
の
性
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質

を
論

じ

て
、

是

謂

昔
物

自
在

者

、

不
從
今
以

至
昔

、
今
物

自
在
今

、

不
從

昔
以

至
今
。

(同
上
一
五
一
)

と
謂

ふ
は
孔
子

が
顔

回

に
語

つ
て
曰
く
、

孔

子
謂
顔

回

日
、
吾

終
身
與

汝
交

一
腎

、
而

失

之
、
可

不
哀
輿

。
(蕪
子
外
篇
、
田
子
方
章
)

と
、
郭

象

は

夫

凝

化
不
可
執

而
留

也

、
故
錐

交
管
相

守
、

而

不
能
令

停
。

(郭
註
蕪
手
)

と

説

く
も

の
と
類
似

し

て
ゐ

る
。
去

來

の
矛
盾
を

追
及

し
統

一
し

て
却

つ
て
去

來
を
成

立

せ
し

め

る
の
で
あ

つ
て
、

不

來
不

去
が
住

の
意

味

で
な

い
と

読

け

る
の
は

此
が
爲

で
あ

る
。

住
は

去
來
を
摸

無

す

る
も

の

で
あ

る
が
、

不
去

來

は

去
來

を
止
揚

(
㌧ノ
¢
瓶7
0び
①
コ
)
す

る
も

の
で
あ

る
。

不
去

不

來

の
去
來

に
随
順

し

つ

、
然

も
去

來

に
克

服

さ
れ
す

、

も

却

つ
て
去
來
を
超
絶
し

つ
、
去
來
を
拒
避
し
な
い
の
で
あ

る
。
帥
ち
維
摩
が
文
殊
に
問
疾
せ
し
時
言

へ
る
詞
を
見

る

に
、
上
述
の
清
息
を
説
明
す

る
に
説
立
で
あ
ら
う
。

時
維
摩
詰
言
、
善
來
文
殊
師
利
、
不
來
相
而
來
、
不
見
相
而
見
。
(維
摩
紬
巻
丑
)

如
斯
な
れ
ば
物

々
相
往
來
せ
す
、
而
往
返

の
微
険
も
な
れ
ば
動
轄
す
る
絵

地
を
登
見
し
な

い
。
さ
れ
ば
萬
法
は
夫

々

法
性
妙
理
を
顯
現

し

「
柳

は
緑
、
花
は
紅
」

の
境
地
は
此
俗
塵
世
界

で
あ

る
。
因

つ
て

然
則
旋
嵐
偶
嶽
而
常
静
、
江
河
競
注
而
不
流
、
野
馬
瓢
鼓
而
不
動
、
日
月
歴
天
而
不
周
、
復
何
怪
哉
。
(同
論
、
一
五

肇
・
弘珊
の
研
究

(
三
二
)
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肇

論

の

研

究

(
三

四
)

一
)

と
、
道
元
灘
師

の
正
法
眼
藏
の
文
を
か
り
て
來
れ
ば
、

佛
祓

ノ
現
成

ハ
究
蓋

ノ
實
相
ナ
リ
、
實
相

ハ
諸
法
ナ
リ
、
諸
法

ハ
如
是
相
ナ
リ
、
如
是
性
ナ
リ
、
如
是
身

ナ
リ
、

如
是

心
ナ
リ
、
乃
至
如
是
松
操
竹
節

ナ
リ
。
(正
法
眼
藏
、
諸
法
實
相
)

と
喝
破
し
て
、
「
如
是
」
と
言

へ
る
は
草
木
琵
礫
の
相
に
外
な
ら
な

い
。
然
し
乍
ら
佛
は
浬
樂
経

に

「
人
命
不
停
、
過

於
山
水
」
と
言

つ
て
諸
行
無
常
を
説
く
も
其
眞
意
は
些
も
遷
移
す
る
事
な

い
こ
と
を
悉
識
し
て
居

る
。
唯
遷
を
眞
理

す

と
す
る
も
の
に
不
遷
を
説
き
、
不
蓬
に
著
す

る
も

の
に
蓬
を
読
示
す
る
も
の
で
あ

る
。
愛
に
於
て
更

に
説
明
を
加
え

て
云

ふ
。

億
、
聖
人
有
言
、
人
命
逝
速
、
速
於
川
流

、
是
以
聞
悟
非
常
以
成
道
、
縁
畳
覧
縁
離
以
帥
眞
、
荷
萬
動
而
非
化
、

量
尋
化
以
階
道
、
覆
尋
聖
壬
『

微
隠
難
測
、
若
動
而
静
、
似

去
而
留
、
可
以
聯
會
、
難
以
事
求
。
(同
論
、
一
五
一
)

是
れ
聲
縁

の
二
乗
は
遷
帥
不
蓬
、
滅
即
不
滅
の
卒
等
即
差
別
の
境
地
を
悟
入
し
て
、
萬
法
の
置
ハ性

に
帥
し

て
妙
有

の

實
相
を
槻
す

る
の
で
あ

る
。
從

つ
て
静
帥
動
は
荘
子
が
次
の
如
く
描
出

せ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

央
虚
静
悟
談
、
寂
漠
無
爲
者
、
天
地
之
亭
、
而
道
徳
之
至
、
故
帝
王
聖
人
休
焉
、
休
則
虚
、
虚
則
實
、
實
者
倫
奥

虚
則
欝
…、
静
則
動
、
動
則
得
。
(蕪
子
、
外
篇
、
天
道
章
)

と
言

つ
て
静
帥
動
を
説
く
も
共
妙
理
頗

る
微
隠

に
し
て
容
易

に
推
測
し
難

い
。
其
は
到
底
、
實
践
理
性
の
封
象
界

で

へ
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な

く
、

況
ん

や
純

粋
理
性

の
封
象
界

で
は
な

い
。
唯

許

さ
れ

る
も

の
は
般
若

の
量
ハ智

の
み

で
あ

る
。

故

に
…維
摩
経

に

も

、天
間
舎
利

弗
女
身

色

相
今

今
所

在

、
舎
利

弗
言
女
身

色

相
無

住
無

不
住

、
天

日

一
切
諸

法
亦

復

如
是

無
住

不
在

、

夫
無

在
無

不
住

者
佛

所
説

也
。

蓉

六
、
不
思
議
・㎜
)

と
般

若
玄
鑑

を
膿
認

せ

る
天
女

に
し

て
始
め

て
喝
破

し

得
た
も

の
で
、
「
萬

動
而

非
化
」
な

る
は

へ
ー

ゲ

ル
が

・団
。
。。

算

o写

葺

①『
ω
璽
き

審
。・ω
(ず
。・
自
①官
Φ
≦
巴
撃

樗
巳

ぎ
ωげ
①。。○
&

費
9

畠
器
・。
≦

①冨

国
営
$

馨

.、
(♂く
①「犀
O』W口・
㏄。ω
●
HQc朝)

の

妙
理

と

云

ふ
。
斯

く
動
静

一
如

の
端

的
即
ち

實
相

は
相

封

せ

る
二
者

の
根
絶
を

倹

つ
て
識

り
得

ら

る

～
も

の
な
れ

ば

馬
租

道

一
灘
師

も

、

馬
祀

因
信

問
如

何
是

佛
、

祀

日
非

心
非
佛

。
(無
門
關
三
三
則
)

と

云

ふ
。
非

心
非

佛

の

一
語

に
由

つ
て
馬
祀

は
佛

を
柄
僧

の
面
前

に
提
示

し

て
居

る
。

心

に
迷

ひ
佛

に
執

す

る
者

は

「
非
」
に
縛

せ
ら
れ

る
と
同

じ

く
、

遷
、

不
遷

に
著

す

れ
ば

實
相
界

を
把

提
出

來
な

い
。

叉
翻
身

の
活
路

は
希
翼

ふ
も

到

底
打

開

さ
れ

な

く
、
却

つ
て
相

待
界

に
沈
倫

し

て
太
塞

の
清

風
を

呼
吸

し
得
ら

れ

ぬ
。

只
管

去

に
住

し

て
去

に
著

せ
す

、
住

に
留

つ
て
住

に
執

れ
な

け
れ

ば
自

ら
去
住

の
實

相
を

如
是

に
膿

得

し
具
膿
的

普
遍

者

と
な

る
。
故

に
叉

是
以
言

去

不
必

去
、
閑

人
之
常

想

、
稻

住
不

必
住

、

繹
入

之
所
謂

住
耳

、
量

日
去
而

可
遣

、
住

而

可
留

也
。

へ同
論

一
五

一
)

～肇

論

の

研

究

(
三

五
)
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肇
・
論

の

研

究

(三
六
)

と
読

く
も
亦

宜
な

る
哉
。

從

つ
て
萬

象

は
「
山
花

開
似

錦
澗

水
湛
如

藍
」
(績
藏
、
正
法
眼
藏
第
一
ノ
下
)と

形
容

せ
る

に
契
當

す

る
Q

又

曰
く

是

以
言

常
而

不
住

、
稽

去
而

不
遷

、
不

遷
、
故

錐
往

而
常
静

、

不
住
、

故

難
静

而
常
往

、
錐
常

而
常

往
、

故
往

而

弗

遷
、
錐

往
而
常

静

、
故
静

而
弗
留

突
。

(同
論
、
一
五
一
)

往

と

静

、
弗

蓬
と

往
と

云

ふ
宇

宙
観

は
龍
樹

が

中
遣

に
求

め

た
と
同

じ
く
、

事
實

、

か

～
る
矛
盾
語

に
因

つ
て

の
み

動
艀

一
如

、
内
外

不
二

の
妙
境

は
示
唆

さ
れ

る
も

の
で
あ

る
。

ウ

パ

ニ
シ
ヤ
ツ

ー3
を
引

用
し

て
見

れ
ば

、

そ

の
文

の

読
明

に

一
層
明

ら

か

に
な

ら

う
。

国
招

日
ρ
鋤言
昌

、昌
蜜
↑
げ
琶

噸
Φ
㌦
嘗
鴇
碧

言
げ
興

く
劇

磯
p
く
翌

く
野

く
m
弩
超
℃
鋤
負
く
2

ωミ
霊
で
&

多

』
愚

旨
9察

α
く
き

珍
身
鈷

訂
-
けp且

乱
&

く
2

。留

旨
9
箇
§

鋤
げ
響

-
言
ユ
避
Φ
㌧
旨
身
習

℃
馨
ぼ
く
愚

こ

旨
団
鋤ロ

碧
響

節
君
ど

ζ
ξ
ぎ

α
辱
9

ぐ
餌
団
習

oげ
ぴ
k
o

ア
ー

ト

マ
ン
は
か

、
る
表
現

法

に
由

つ
て
の
み
僅

に
把
握

さ
れ

る

の
と

同
様

に
中

道
實

相

も
上

文

の
如

く
詮
表

す

る

宜
な

る
も

の
と

思

ふ
。

上
來

述

べ
た
如

く
な

れ
ど

も
荘

子

は
、

夫

藏
舟

於
整
藏

山
於

澤
、

謂

之
固
奥

、
然

而
夜
牛

有
力

者
、
負

之

者
、
負

之

而
走
、

昧
者

不
知

也
(
蕪
子
、
大
宗
師
編
)

と

云

ひ

、
孔

子
は

あ



子
在
川
上
日
、
逝
者
如
斯
夫
、
不
捨
書
夜
。
(論
語
、
子
桀
第
九
)

と
云

つ
て
、
荘
子
は
前

山
は
後
山
に
非
す
、
孔
子
は
前
水
は
後
水
に
非
す
と
説
い
て
萬
象

の
蓬
流
す
る
事
を
高
調
し

て
聖
人

の
観
察
は
軌
を

一
に
し
な

い
。
因

つ
て
、

然
則
蕪
生
之
所
以
藏
山
、
仲
尼
之
所
以
臨
川
、
斯
皆
戚
往
者
之
難
留
、
壼

日
排
今
而
往
、
是
以
観
聖
人
心
者
、
不

同
人
之
所
見
得
也
。
(同
論
、
一
五
一
)

愛
を
以

て
肇
の
出
家

の
動
機
を
考
察
す
る
に
、
彼
が
老
荘

、
儒
敏

に
厭
き
足
ら
な
か
つ
た
の
も
斯
檬
な
所

に
あ

つ
た

か
と
思
は
れ
る
。
蕪
子
、
孔
子
共
に
爾
瑞

に
縛
さ
れ
、
皮
相

の
見

の
樫
稻

に
自
由
を
失
ふ
て
ゐ
る
は
肇
と
蚕
く
相
容

れ
な

い
思
想
で
あ

る
。
か
～
る
相
封
界

の
爾
見
を
放
郷

せ
す
し
て
、
徒

に
門
前

の
刹
竿
を
倒
却
着

せ
な
け
れ
ば
宇
宙

の
眞
相
を
認
識
し
得
ざ
る
の
み
か
、
寧
ろ
當
慮
の
妙
相
、
雲
煙
萬
里

に
去

つ
て
再
び
會
ひ
難
し
。
組
師
は
爾
頭
を
戴

断
せ
よ
と
屡

々
痛
論
し
て
ゐ
る
。

有
佛
腱
不
得
住
、
住
著
頭
角
生
、
無
佛
慮
急
走
過
、
不
走
過
草
深

一
丈
。
(碧
巖
録
)

と
云
ひ
、
三
租
俗
燦

は
、

二
見
不
住
愼
勿
追
尋
、
綾
有
是
非
紛
然
失
心
、
二
由

一
有

一
亦
莫
守
、

一
心
不
生
萬
法
無
答
…
…
信
心
不

二
不
二

信
心
、
言
語
道
断
非
去
來
今
。
(信
心
銘
)

と
喝
破
す
る
も
張
ち
怪
む
に
足
ら

ぬ
。
又
佛
陀
は
そ
の
轄
法
輪
の
辟
刀頭

に
こ
の
旨
を
宣
示
し
て
曰
く
、

肇
・
論

の

硯

究

(
三

七
)
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肇
・
論

の

研

究

(
三

八
)

「
五
欲

の
中
に
あ
り
て
欲
の
快
樂

に
耽
る
は
、
卑
む

べ
き
凡
人

に
し
て
聖
な
ら
す
、
非
議

に
着

せ
る
も

の
な
り
。

ま
た
自
ら
苦
し
め

て
苦
の
義
を
守
る
も
の
は
苦

に
し

て
聖
な
ら
す
、
非
議
に
著

せ
る
も
の
な
り
。
比
丘
よ
、
こ
の

二
極
端
を
踏
ま
す
し

て
中
道
あ
り
。
是
れ
如
來
の
悟
得

せ
し
所
、
眼
を
開
き
、
知
を
生
じ
、
寂
静
を
得
し
め
、
畳

悟
を
輿

へ
、
正
畳

に
到
ら
し
め
、
浬
薬

に
趣
か
し
む

る
中
道
な
り
。
」
の

中
道

の
宣
示
に
於

て
佛
陀
は
之
を
謹
明
せ
す
(
況
ん
や
討
議
す
る
に
於

て
を
や
)
し
て
直

に
読
示
し
、
讃
明
せ
す
し

て

直
戴

に
之
を
與

へ
た
こ
と
は
味
ふ
可
き
事
で
あ

る
。
故

に
亦

何
者
、
人
則
謂
少
壮
同
膿
、
百
齢

一
質
、
徒
知
年
往
、
不
畳
形
随
、
是
以
梵
志
出
家
、
自
首
而
婦
、
隣
人
見
之
日

昔
人
術
存
乎
、
梵
志
日
、
我
猫
昔
人
、
非
普
人
也
、
隣
人
皆
愕
然
、
非
其
言
也
、
所
謂
有
力
者
負
之
而
趨
、
味
者

不
畳
、
共
斯
之
謂
歎
Q
(同
論
、
一
五
一
)

と
、
隣
人
百
齢

一
質
を
識

つ
て
、
念

々
遷
誰
す

る
を
畳
ら
ぬ
故
、
梵
志
は
「
我
猶
昔
人
非
昔
人
」
と
矛
盾
語
を
以
て
警

策
と
し
て
ゐ
る
。
隣
人
、
荘
子

の
錯
畳
と
異
な
ら

ぬ
も
の
と
罵
倒
し
て
居

る
。

無

四
相
之
生
滅
蓬
流
則
胸
界
廓
落
虚
無
也
此
相
之
眞
塞
乾
坤
萬
古
不
獲
故
心
経
説
是
相
不
生
不
滅
不
垢
不
浄
不
増

不
滅
。
(金
剛
紹
川
老
頒
古
評
記
)

是
れ
、
そ
の
面
目
を
言

つ
た
も
の
で
あ

る
。
而
し

て
豪
雨
萬
象
を
濡
し
、
甘
雨
滴

ぱ

一
草
の
葉
陰

に
、
或
は
芥
塵
の

小
隅

に
潜
む
も
雛

て
河
水

に
合
流
し
、
途

に
蒼
海

の

一
に
合
膿
す
る
如

く

一
如

の
面
目
を
確
認
す
れ
ば
千
唱
萬
説
の
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異
説
は

一
途

に
冥
會
す
は
前
述

の
論
読
か
ら
生
れ
來
る
。
故

に
、

是
以
如
來
因
群
情
之
所
滞

、
則
方
言
以
辮
惑
、
乗
莫

二
之
置
ハ心
、
吐
不

一
之
殊
敏
、
乖
而
不
可
異
者
、
其
唯
聖
言

乎
、
故
談
眞
有
不
遷
之
稻

、
導
俗
有
流
動
之
説
、
錐
復
千
途
異
唱
、
會
婦
同
致
奥
。
(同
論
、
一
煮
一
)

佛
陀

の
説
法
も
淺
深
、
常
憂
あ

る
も
要
は
不

一
、
不
二
の
眞
心
を
説
く
の
に
あ

つ
た
。
「
如
何
是
佛
」
の
問

に
封
し
て

雲
問
は
「
乾
尿
概
」
、
嚴
陽
は
「
土
塊
」
、
馬
祀
は
「
非

心
非
佛
」
、
洞
小
は
「
麻
三
斤
」
等

々
と
鷹
答
し
た
る
も
其

の
蹄

入

す

る
腱
は

一
等
な
り
。
若

し
徴
文
滞
句
、
即
ち
論
理

の
世
界

に
安
住
し
擬
議
動
着
し
、
古
今
、
遷
不
蓬

の
葛
藤

に
囚

れ
ば
杏
山
と
共

に
永
遠

に
聾

の
如
《
唖

の
如

く
で
あ
ら
う
。
不

一
不
二
の
因
地

一
下
の
當
膿

に
於

て
自
己
の
桃
源
を

開
登

せ
ば
矛
盾
相
は
合
理
相
と
な

つ
て
來
る
。
再
び
川
老
の
詞
を
か
れ
ば
、

碩

日
四
大
之
無
我
五
纏
蹄
皆
塞
、
廓
落
虐
無
理
乾
坤
萬
古
同
、
妙
峰
山魏
々
常
如
故
、
誰
管
顛
號
括
地
風
。

(金
剛
繧

川
老
舶
古
評
記
)

と
言

ふ
て
有
の
所
是
れ
無
、
無

の
所
是
室

こ
そ
眞
の
萬
有
観
と
唱
道
し
て
ゐ
る
。

叉
文
字
言
白

を
飛
躍
す
べ
き
事
を
痛
論

し
て
曰
く
、

而
徴
文
者
聞

不
遷
、
則
謂
昔
物

不
至
今
、
聡
流
動
者
、
而
謂
今
物
可

至
昔
、
既
日
古
今
、
而
欲
遷
之
者
、
何
也
是

以
言
往
不
必
往
、
古
今
常
存
、
以
共
不
動
、
組
…去
不
必
去
、
謂
不
從
今
至
苦
、
以
其
不
來
、
不
來
、
故
不
馳
鵬
於

古
今
、
不
動
、
故
各
性
往
於

一
世
、
然
則
群
籍
殊
文
、
百
家
異
説
、
荷
得
共
會
、
豊
殊
文
之
能
惑
哉

(同
論
一
五
一
)

肇
・
訟謂
の
研

究

(三
九
)
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肇

論

の
研
究

(四
〇
)

と
断
じ
、

一
如

の
境
は
知
識
以
上
思
慮
以
上
で
あ
る
か
ら
膿
験

の
み
に
認
容
さ
る
～
。
如
は
濁
自
的

の
存
在

で
総
合

で
も
な
け
れ
ば
依
存
的
で
も
な

い
。
総
合
的
な
依
存
的
な

一
如
な
れ
ば
自
ら

の
力
も
光
も
無
き
故
去
來
の
妙
相
は
存

在
し
な

い
事
と
な
る
。
矛
盾

の
超
克
に
宗
敏

の
論
理
が
あ
り
、
生
命
の
哲
學
が
あ
る
。
そ
れ
故

に
叉
曰
く
、

是
以
人
之
所
謂
住
、
我
言
共
去
、

人
之
所
謂
去
、

我
則
言
共
住
、

然
則
去
住
錐
殊
、

共
致

一
也
、
故
脛
日
、
正

言
似
反
、
誰
當
信
者
、
斯
言
有
田
奥
、
何
者
、
人
則
求
古
於
今
、
謂
共
不
住
、
吾
則
求
今
於
古
、
知
共

不
去
、
今

若
至
古
。
古
鷹
有
今
、
古
若
至
今
、
今
鷹
有
古
、
今
而
無
古
、
以
知
不
來
、
古
而
無
今
、
以
知
不
去
、
若
古
不
至

今
、
今
亦
不
至
古
、
事
各
性
住
於

一
世
、
有
何
物
而
去
來
。
(同
論
、
一
五
一
)

若
し
言
詮
、
差
別
知

に
囚
れ
ば
南
泉
斬
猫

の
話
頭

に
顯
れ
た
東
西
爾
堂
の
猫
兇

に
就

い
て
佛
性

の
有
無

の
璽
論

に
似

た
る
も
の
で
あ

る
。

一
回
死
審
し
て
後
に
黙
然
と
再
活
底
の
活
地

に
蘇
生
せ
ば
理
致
機
關
を
顯
し

「
青
山
は
緑
、
春

水
は
清
し
」

の
至
境
地
に
出

で
、
不
去
住
も
去
住
、
不
静
動
の
所
帥
ち
動
静
と
な
る
。
故

に
、

然
則
四
象
風
馳
、
瑳
磯
電
巻
、
得
意
毫
微
、
錐
速
而
不
轄
。
(同
上
、
一
五
一
)

と
説
い
て
ゐ
る
。
次
に
三
文
を
掲
げ

て
前
文
の
補
意
と
せ
よ
う
。

頚
日
如
静
夜
長

天

一
月
孤
、
是
水
不
離
波
波
是
水
、
鏡
水
塵
風
不
到
時
、
鷹
現
無
蝦
照
天
也

(金
剛
経
川
老
頽
古
評
記
)

如
是
の
萬
境
、
個

々
圓
成
の
姿
を
顯

す
と
川
老
は
云
ふ
。

叉
、

暮
春
春
服
既
成
、
冠
者
五
六
人
、
童
子
六
七
人
、
浴
乎
折
、
風
乎
舞
雲
、
詠
而
蹄
、
孔
子
噌
然
歎
日
、
吾
與
鮎
。
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(論
語
、
先
進
篇
)
㈹

曾
黙
の
妙
境
を
道
ふ
て
間
髪
を
入
れ
す
。
又
澤
港
麗
師
は
東
海
夜
話
内

に
云
ふ
、

生
死
郎
淫
梨
、
煩
衡
帥
菩
提
、
迷
悟
不

二
と
敏
ゆ

る
こ
と
は
、
本
來
察
寂

に
し
て
生
死
な
し
。
煩
拶
の
實
性
即
ち

正
畳
也
。
迷
ふ
と
思

ふ
は
帥
ち
悟
也
。
(有
明
堂
交
庫
。
、蝿
林
法
語
集
。
九
四
頁
)

と
読
い
て

一
心
の
上
に
て
謂
ふ
も
諸
法
の
上

に
道
ふ
も
差
は
な

い
の
で
あ
る
。
叢

に
於

て
同
様

に
如
來

の
道
業
も
不

遷
な
り
と
云
ひ
得
る
。
其
道
は
即
ち
所
謹

の
理
業
、
帥
ち
所
修

の
因
で
あ
り
、
共
因
は
眞
純

に
し
て
必
然
的
に
果
を

産
む
を
以
て
萬
世
を
通
貫
し

て
然
も
常
存
、
千
載
に
棲
息
し
て
い
や
盆
し
て
牢
固
で
あ
る
。
由

つ
て
不
朽

の
功
業
を

説
い
て
衣
の
如
く
言

ふ
。

是
以
如
來
、
功
流
萬
世
而
常
存
、
道
通
百
劫
而
彌
固
、
成
山
假
就
於
始
簑
、
修
途
託
至
於
初
歩
、
果
以
功
業

不
可

朽
故
也
、
功
業
不
可
朽
、
故
錐
在
昔
而
不
化
、
不
化
故
不
蓬
故
則
湛
然
明
奥
、
故
経
云
三
災
彌
紛
、
而
行
業
湛
然

信
其

言
也
。
(同
論
、
}
五
一
)

衣

に
其
所
以
を
論
じ
て
昔
因
の
不
化
不
滅
に
徴
し

て
不
蓬
の
理
致
を
結
び

て
、
而
し
て
動
静
不
二
、
李
等
帥
差
別
な

る
を
明
し
、

何
者
、
果
不
倶
因
、
因
因
而
果
、
因
因
而
果
、
因
不
昔
滅
、
果
不
倶
因
、
因
不
來
今
、
不
滅
不
來
、
則
不
蓬
之
致

明
臭
、
復

何
威
於
去
留

、
蜘
蛎
於
動
静
哉
。
(同
論
、
一
五
一
)

肇

論

の
研

究

(四
一
)
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肇

論

の
研

究

(四
二
)

と
。
是
れ
龍
…樹
が
中
論

の
巻
頭

に
掲
げ

た
八
不
の
否
定
法
を
以

て
不
朽

の
中
道
實
相
を
高
調
し

た

の

と

同
趣
で
あ

る
。
便
ち
、

不
生
亦
不
滅
、
不
常
亦
不
断
、
不

一
亦

不
異
、
不
來
亦
不
出
、
能
読
是
因
縁
、
善
滅
諸
戯
論
、
我
稽
首
禮
佛
、
諸

説
中
第

一
。
(正
藏
、
三
〇
、
一
)

と
。
吾
人
が
去
留
無
二
を
膿
認

せ
ば
自
ら
迷
戚

の
事

な

し
、

中
道
の
佳
境

に
契

ふ
て
蜘
蛎

す
る
こ
と

更
に
あ
る
ま

い
。
中
道
に
叶

へ
ば
臆
て

正
法
限
藏
超
明
越
闇
…
…
破
鏡
不
重
照
落
花
難
上
枝
爲
甚
怨
塑
。
(宏
智
慶
録
、
四
)

と
な
り
、胡
を
顯
し

て
漢
を
映
寓
し
、
明
鏡
は
破
鏡

で
な
く
し
て
は
胡
漢

に
於
て
自
己
を
映
し
出
す

べ
き
明
朗
た
る
反

射
鏡
た
り
得
な

い
で
あ
ら
う
。
破
鏡
の
照
破
す
る
知
見

に
於

て
始
め
て
客
観
界

に
本
來
の
純

一
な
自
己
を
徹
見
し
静

帥
動
、
煩
拶
帥
菩
提
と
稻

せ
る
。
從

て
根
本
智
は
無

に
し
て

一
切
を
照
し
客
観
の
内

に
如
如

の
相
を
見

る
。
故

に
曰
く

然
則
乾
坤
倒
覆
、
無
謂
不
艀
、
洪
流
浴
天
、
無
謂
其
動
、
筍
能
契
神
於
郎
物
、
斯

不
遠
而
可
知
奥
。

(同
論
、
一
五
一
)

と
云
ふ
て
物
質
界

の
不
遷
で
あ

る
と
結
論
し
て
ゐ
る
。
之
を
明

の
眞
界
は
物
不
遷
辮
解

に
次

の
如
く
謂
ふ
、

此
結
墨
動
而
不
動
之
事
而
許
知
輿
理
與
紳
會
者
黙
而
識

之
則
非
言
思
分
別
可
能
知
也
故
宗
鏡
繹
云
若
能
鯛
境
明
宗

契
神
帥
物
假
使
天
翻
天
覆
海
沸
画
崩
荷
不
見
動
静
之
膜
兆
況
共
絵
之
幻
化
影
響
乎
故
云
有
能
契
紳
於
帥
物
不
遠
而

可
知
凡
究

心
者
宜
深
砦
諸
母
得
自
昧
已
難
妄
談
般
若
而
謬
斥
先
聖
以
招
誇
法
之
罪
非
惟
自
害
亦
害
他
人
愼
之
哉
愼
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之
哉

。
(綾
藏
第
一
輯
算
二
編
第
二
套
第
四
冊
三
八
五
頁
)

叉
元
康

は
肇
論

疏

に
、

道
遠

乎
哉

者

、
言

不
遠
也

、
鰯

事
皆

是
道
、

更
無

別
耳

、
聖
遠

乎
哉

、
言

不
遠
也

、
膿

語
帥

是

聖
、
更
無

別
聖

人

(
正
藏
四
五
、

一
七
四
)

と
評
論

せ
る
如

く
、

是
れ
動

静

一
如
、

事
理

不

二

の
妙

諦

に
し

て
繹

家

の
所

謂
現

象
帥

實
在

と

言

ふ
の
と
全

く
其
旨

を

同

じ
く
、
而

し

て

又
、

「
卒
常

心
是
撹
」
④

と
幾

何

の
懸

隔
が
あ

ら

う
か
。

禽
、
實

相
観

に
就

い
て
は

次
章

の
「
不
眞

塞
論
」
に

て
詳
説

し

て
み

よ
う
と

思

ふ
。

の

∩
訂
巳

oo9
図
甲

毛

・
㏄」

心
.

②
の
9
ぢ
冥
鎚
陣
ρー
5
一π
簿
図
9」
・
9
・
一一・
(O
ゲ
9ヨ
ヨ
甲
∩巴
鼻
甲
℃
℃9<葺
一碧
り9。
)"
同
本
(安
世
高
課
)

轄

法
輪

脛

(辰
六
μ①
げ
)他

の
諸
本

に
此

文
な

し
。
同

文

く
冒
超
9
.5
留
蚕

-<
螢σq
σq
2

H.霞
謡
。・
.目頂

碧
b。.

世
間

有

二
事
、
瞳

邊

行
、
行

道
弟

子
捨

家
者

、
絡
身

不
當

與
從

事

、
何
爲

二
、

一
爲
念
在

貧

欲
、
無

清
浮

心
、

二

爲
猜

着
愛

不
能

精
進

、
是

故
退
邊

行
、

不
得
値

佛

、
遁

徳
人
若

此

、
比

丘
不
念
貧

欲
著
身

愛

、
行
可

得
受

中
、

如

來
最

正
畳

、

得
眼

、
得
慧

、
從

爾
邊
度

、

自
致

泥
沮
。

(安
世
高
課
本
)

紛

今
北

洪
川
著
「
暉

海

一
瀾

」
下

の
「
浴
祈
第

十

六
則
」
の
所
屡

照
。

㈹

南
泉

因
趙
州

問
如

何
遣

泉

云
卒
常

心
是

道
。

(無
門
關
第
+
九
則
)墾
照
。

肇

論

の

研

究

(四
三
)
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肇

論

の
研
究

、

(四
四
)

第

三

章

不

翼

空

論

本
章
は
圭
と
し
て
諸
法
虚
假

に
し
て
塞
な

る
こ
と
を
論
述
す
。
先
づ
冒
頭

に
諸
法
實
相
観

の
窮
極
を
提
示
し
て
、

夫
至
虚
無
生
者
、
蓋
是
般
若
玄
鑑
之
妙
趣
、
有
物
之
宗
極
者
也
。
(正
藏
、
四
五
、
一
五
二
)

と
言

つ
て
ゐ
る
。
是
れ
萬
有
は
悉
く
因
縁
假
和
合

に
し
て
畢
覧
室
な
る
事
を
云

つ
た
の
で
、
龍
樹

が
中
論

に
読
く
、

諸
法
不
自
生
、
亦
不
從
他
生
、
不
共
不
無
因
、
是
故
知
無
生
。
(正
藏
、
三
〇
、
二
)

と
云

つ
て
諸
法
無
自
性
塞
な
る
所
以
を
説
く
と
同
様
で
あ
る
。
龍
樹
は
術
、

一
層
直
戴
簡
明
に

「
衆
因
縁
所
法
、
我

説
帥
是
無
」
歪
藏
、
三
〇
、
三
三
)
と
道
破
し

て
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
共
置
ハ塞

の
境
地
は
差
別
を
絶
盤
し
た
聖
人
(
悟
道
者
)

の
明
智

の
み
が
契
合
し
、
認
容
す

る
も
の
で
あ

る
。
故
に

是
以
至
人
麺
紳

心
於
無
窮
、
窮
所
不
能
滞
、
極
耳
目
覗
於
覗
聴
、
聲
色
所
不
能
制
者
、
壼
不
以
其
.即
萬
物
之
自
虐

故
物
不
能
累
共
紳
明
者
也
、
是
以
聖
人
乗
量
ハ心
而
理
順
、
則
無
滞
而
不
通
、
審

一
氣
以
観
化
、
故
所
遇
而
順
適
。

(
同

論

、

一
五

二
)

と
。
是
れ
金
剛
経
の
一、鷹
無
所
住
而
庭
其

心
L
、
「
心
随
萬
境
轄
、
轄
腱
實
能
幽
」
の
面
目
を
相
起
せ
し
め
る
所
で
あ

つ

て
、
至
人
が
唯

一
道
を
膿
悟
し
て
、
而
し

て
萬
象
を
観
察
す

る
に
内
外
、
彼
我
の
…辮
別
帥
ち
分

別
智
を
放
郷
し
宇
宙

を

一
と
な

る
。
灘
家

の
所
謂
「
打
成

一
片
」
に
外
な
ら
な

い
。
荘
子
は
次

の
如
く
云
つ
た
。

彼
方
與
造
物
者
爲
人
、
而
遊
乎
天
地
之

一
氣
。
(大
宗
師
篇
)

必



で
不
取

不
捨

不
染
著

な

れ
ば
萬

境

に
從

つ
て
轄

す

る

の
で
あ

る
。
愛

に
於

て
去

ふ
。

無

潴
而
不
通

、
故

能
混

雑
致
漉

、

所

遇
而
順
適

、

故
則
燭

物
而

一
、

如

此
、
則

萬
象

錐
殊
、

而

不
能

自
異

、
不
能

自
異

、
故

知
象

非
眞

像
、

象
非
眞

像

故
、
則

象

而
非
象

、
然

則
物

我

同
根

、
是
非

一
氣

、
潜

微

幽
隠

、
殆
非

群
情

之
所
審

。

(同
論
、
一
五
二
)

郎

ち
留

滞

、
染
著

す

る
所
な

き
故

に
「
能

混
雑
致

酒
」
と
な

る

の
で
、
荘

子

は

云
ふ
。

衆
人

役

々
、
聖

人
愚
竜

、

屡
萬
歳

而

一
成
純

。

(齊
物
篇
)

で
あ

つ
て
萬

法

一
相

無
相

と
な

り
、
差

別

は
.即

ち
李
等

と

な

る
。

此

一
如

の
端
的

を

へ
ー

ゲ

ル

(
O
・弓
・≦

・
国
Φ
αq
o
じ

は

衣

の
如

く
云

ふ
。

ヒ
U
g

団
貯
。
算

旺
o
田
5
N
。一冨
劃

9

ω
〉
一一σq
2

ヨ
①
一g
u
飢
拐

富

ωぱ
享
鑑
簿
口
。
暮

一呂

ロ
。
ω窪

。。巳

①
「。

ω
隻

。

。・9
房
け
些
。
。。
oり
①
ぎ

ぎ

巴
o一戸
げ
。
蓼

貫

。。o
合
の。。
9
鴇
2
σ
o
営

。。缶
口o
禦

魯
Φ
謬

N
口
三
〇押
σQ
①σq
碧

αq
2

置

・、、
①

肇

の
所

謂
「
物

我

同
根

、
是

非

一
氣

」
は
恰

も
荘

子

の

馬
地

一
指

也
、

萬
物

一
馬
也

。
(齊
物
篇
)

天

地
與

我
並

生
、
萬

物

與
我

爲

」
。

(同
上
)

な

ど

、
、
其

筆

法

は
相
通

す

る
庭

で
あ

つ
て
、

ウ

パ

ニ
シ
ヤ

ツ
ド
に
も

か

、
る
萬

物

一
膿
観

が

存

す

る
。
②

一
膿
観

は
冷

暖
自

知

さ
れ
な

け
れ

ば
な

ら

ぬ
も

の

で
あ

る
。

ス
ピ
ノ
ー
ザ

(
ヒロ
①
H
⊆9

0。
℃
ぎ
。
国
四L

§

ー
H
§

)
も

肇

論

の

研

究

,

(
四

五

)
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肇

論

の

研

究

(
四

六

)

鳩ヒ

暮

o
「

ω
o
び
。・
富

護

く
9
、。・
げ色
δ

甘
ぴ

飢
霧

鳩

≦
9
。。

言

籔

o
び

一
u。叶

=
β
α

ユ
霞

6
}μ

毘
c
け

び
o
q
二
鴇
の
目

≦
一
a

●こ

㈹

σ

と
云
ふ
如
く
で
あ
る
。
さ
れ
ば
差
別
智
で
は
企
及
す

べ
か
ら
ざ
る
は
衆
言
を
倹
た
な

い
。

次

に
、
諸
法
は
上
述

の
如
く
室
寂
な
る
も
、
肇

の
出
世
當
時
、
室

に
關
す
る
解
繹
は
統

一
さ
れ
て
ゐ
な

《
し

て
、

心
無
説
、
帥
色
説
、
本
無
説
な
ど
が
践
雇
し
て
ゐ
た
こ
と
は
本
論
第

一
章
第

一
節

に
於

て
既

に
蓮

べ
た
如
く
で
、
龍

…樹
、
般
若
経
等
の
所
読
と
は
異
な

つ
た
説

で
あ
る
。
故
に
肇
は
総

て
打
破
し

て
居
る
。
先
づ
心
無
説
を
破
し
て
曰
く

心
無
者
、
無

心
於
萬
物
、
萬
物
未
嘗
無
、
此
得
在
於
神
静
、
失
在
於
物
虚
。
(同
論
、
一
五
二
)

と
云
ひ
、
.即
色
読
を
論
折
し

て
、

帥
色
者
、
明
色
不
自
色
、
故
錐
色
而
非
色
也
、
夫
言
色
者
、
但
當
即
色
、
量
待
色
色

而
後
爲
色
哉
、
此
直
語
色
不

自
色
、
未
領
色
之
非
色
也
.
(同
上
)

と
云
ひ
、
本
無
読
を
説
伏
し
て
、

本
無
者
、
情
術
於
無
、
多
鯛
言
以
賓
無
ら
故
非
有
、
有
即
無

、
非
無
、
尋
夫
立
文
之
本
旨
者
、
直
以
非
有
、
非
眞

有

、
非
無
、
非
眞
無
耳
、
何
必
非
有
無
此
有
、
非
無
無
彼
無
、
此
眞
好
無
之
談
、
量
謂
順
通
事
實
、
帥
物
之
情
哉

へ
同
上

)

と
云
ふ
。
已
上
の
三
読
を
鏡
く
、
精
密
に
批
到
し
て
反
問

の
絵
地
を
完
杢
に
奪

つ
て
ゐ
る
。
置
ハに
此
批
到
は
當
時
の

渾
沌
た
る
佛
敏
界
に
革
新
の
曙
光
を
投
じ
た
事
は
忘
る
可
か
ら
ざ
る
貢
献
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
同
時
に
、
本
論

の
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慣
値
を
彌
高
め

る
こ
と
と
な
る
Q

上
述
の
三
學
説
以
外

に
硲
、
藪
種

の
説
あ
る
こ
と
は
前
章
に
於

て
述

べ
た
如
く
で
、
當
時
、
異
読
紛

々
と
し

て
ゐ

た
。
然

れ
ば
破
邪
即
顯

正
の
大
刀
を
振
騎
し
て
眞
諦
存
究
明
す
る
。

摩
詞
術
論

云
、
諸
法
亦
非
有
相
、
亦
非
無
相
、
中
論

云
、
諸
法
不
有
不
無
者
、
第

一
眞
諦
也
。
(同
論
、
一
五
二
)

と
、
第

]
眞
諦
を
読

い
て
居

る
。
是
れ
明

に
大
智
度
論
(巻
一
)
の

一
切
實

一
切
非
實
、
及

一
切
實
亦
非
實
、

一
切
非
實
非

不
實
、
是
名
諸
法
實
相
。
(
正
藏
、
二
五
、
六
こ

と
中
論
(巷
三
)
の

・

若
人
見
有
無
、
見
自
性
他
性
、
如
是
則
不
見
、
妙
法
眞
實
義
。
(正
藏
、
三
〇
、
二
〇
)

と
を
合
致
し
て
第

=
具
諦
と
爲

せ
る
も
の
で
、
龍
樹

が
八
不
を
以

て
諸
法
實
相
と
し
、
諸
説
中
第

一
と
唱
道
す
る
の

と

一
豚
相
通
す
る
所
が
あ
る
。
扱

で
其
不
有
不
無
な
る
も
の
を
如
何
に
し
て
得
べ
き
か
。
積
極

的

に
萬

象

を
滅
盤

し
、
覗
聴
等

の
官
畳
作
用
を
淑
亡
し
て
得
る
か
。
否
、
客
観
総
べ
て
物

々
箇

々
圓
成
底
な
れ
ば
、
吾
人
は
膿
悟
を
以

て
得
認
す

べ
き
で
あ

つ
て
、
徒
に
頑
室
を
探

つ
て
至
高
の
方
法
な
り
と
す
る
は
「
次
身
滅
智
」
を
以
て
浬
桀
を
求
む
る

も
徒
勢

に
蹄

す
る
と
何
等
異
ら
な

い
。
そ
れ
で
不
有
不
無

に
至
る
唯

一
の
方
法
と
し
て
は
俗
に
帥
し
て
眞
、

二
邊

に

帥
し
て
中
な
れ
ば
、
畢
寛
絶
言
難
思
、
不
可
得
の
理
を
所
入
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
客
観
界

に
相
即
し

つ
～
宇
宙

の
眞
相
を
直
観
す
る
所

に
不
有

不
無

の
妙
相
が
嚴
存
す
る
。
さ
れ
ば
、

肇

論

の
研

究

(四
七
)
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肇

論

の
研
究

(四
八
)

尋
夫
不
有
不
無
者
、
量
謂
源
徐
萬
物
、
杜
塞
視
聴
、
寂
蓼
虐
黙
、
然
後
爲
眞
諦
乎
、
誠
以

即
物
順
通
、
故
帥
傭
帥

置
ハ、
故
性
莫
之
易
。
(同
論
、
喝
五
二
)

と
云
ふ
。
是
れ
般
若
心
経

の
「
色
.即
是
塞
、
塞
帥
是
色
」
の
實
相
観

に
同
じ
く
し
て
、
蘭
漢
道
隆
は
左

の
如
く
云
ふ
。

色

帥
是

空
i

色
帥

塞

用
、
塞
帥

色

膿
、

萬
波

不
離

水
、
喝
二

喝

云
、
賓

圭
歴
然

。

(町
田
呑
空
編
、
注
心
経
八
頁
)

塞

帥

是

色
-

塞
帥

色
髄

、
色

即
塞

用

、
咄

云
、
事

從
町
嘩

起

。
(同
上
)

叉

曰
く

、

性

莫

之
易
、

故
錐
無

而
有

、
物
莫

之

逆
、

故
錐
有

而
無

、

錐
有

而
無

、
所
謂

非
有

、
錐

無
而
有

、

所

謂
非

無

、
如

此

、
則

非
無

物

、
物
非

置
ハ物

、
物
非

眞

物
、
故

於
何

而
可

物

。
(同
論
、

一
五
二
)

一
切

の
差

別
的

諸

法
を
徹

底
的

に
否
定

し

て
ゐ
る
。
併

し
決

し

て
無
宇

宙
論

(9000
いbρ一unづ己)
で
も
虚

無

圭

義

(爵

募
ヨ
)

で
な

く
し

て
否
定

に
否

定
を
重

ね

て
最

後

に
到
達

し
た

妙
有
的

塞

で
あ

る
。
恰

も

ウ

パ

ニ
シ
ヤ
ツ

ド
流

に
云

へ
ば

、

法

の
眞

相

は
途

に

「
曰
く
非
」
「
曰
く
非
」

(
器
二

需
ε

と
云

つ
た
如

く

で
あ

る
。

故

に
諸
経
論

を

絡

く

に
悉

く
萬

物

の
虚

假
な

る
理

を
説

い
て
ゐ

る
。

只

表
現

法

に
多

少

の
相
違

が
あ

る
に
過
ぎ

鴎
事

を

説

い
て
、

故

脛

云
、
色

之
性

塞

、
非
色

敗
塞

、

以
明
聖

人

之
於
物

也

、
即

萬

物

之
自
盧

、
量

待
宰
割

以
求

道

哉

、
是

以
寝
疾

有

不
眞

之
談

、
超

日
有
帥
虚

之
稻

、
然

則

三
藏
殊

文

、
統

一
者

一
也
。

(同
上
、
一
五
二
)

と
言

つ
て
ゐ
る
。
是

れ
肇
論

の

「
宗

本

義
」

の
壁
頭

に
、
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本
無
、
實
相
、
法
性
、
性
室
、
縁
會
、

一
義
耳
、
何
則
、

一
切
諸
法
、
縁
會
而
生
、
則
未
生
無
有
、
縁
離
則
滅
、

如
其
眞
有
、
有
則
無
滅
、
以
此
而
推
、

故
知
錐
今
現
有
.

有
而
性
常
自
空
、
性
常
自
塞
、

故
謂
之
性
塞
、

性
塞

故
、
故
日
法
性
、
法
性
如
是
、
故
日
實
相
、
實
相
自
無

、
非
推
之
使
無
、
故
本
無
。
(正
藏
、
四
五
、
一
五
〇
)

と
云

つ
て
ゐ
る
の
と
異
ら
な

い
。

諸
法
究
覧
無
所
有
是
塞
義
。
(維
摩
経
、
巻
七
)

復

次
諸
法
性
塞
但
名
字
、
因
縁
和
合
故
有
、
如
山
河
草
木
土
地
人
民
州
郡
城
邑
名
之
爲
國
、
巷
里
市
陪
盧
館
殿
名

之
爲
都
、
、
梁
柱
橡
棟
琵
竹
壁
石
名
之
爲
殿
、
上
中
下
分
和
合
名
之
爲
柱
、
片
片
和
合
故
有
分
名
、
衆
札
和
合
故
有

片
名
、
衆
微
和
合
故
有
札
名
、
云

存
。
(大
智
度
編
、
正
藏
、
二
五
、
三
六
)

な
ど
皆
、
塞
義
を
説

い
て
ゐ
る
。
其
他

一
々
枚
墨
す
る
に
逞
が
な

い
。

衣
に
諸
法
を
観
察
す
る
に
當

つ
て
彼
は
こ
諦
論
を
用
ひ
た
。
乃
ち
俗
諦
(
ω
p
壱
く
噌け7
G∩
暮
鴇
)
と
は
世
俗

の
見
で
、
之

を
以
て
眞
實
な
り
と
す

る
、
第

一
義
諦
(
雨
9
触9
ヨ
四
.島
、
-
望
ぐ
ρ
)
よ
り
見
れ
ば
何
等
實
性
な
き
假
法
で
あ
る
。
換
言
せ

ば
世
間
、
出
世
間
、
有
爲
、
無
爲
等
の

一
切
諸
法
は
是
を
般
若

の
眞
知
を
以

つ
て
見
れ
ば
、
畢
寛
す
る
に
假
有
、
帥

ち
室
で
あ

る
。
此

二
個

の
根
本
的
範
疇
を
以
て
諸
法
を
観
察
す
る
も
結
局
は

一
物
を
爾
面
か
ら
観
た
迄

で
萬
法
は
二

が
存
す

る
の
で
は
な
く
、
永
く
爾
偏

の
終
り
を
離
れ
言
忘
絶
慮

の
境
地
か

ら

こ

そ

眞
實
相
が
實
在
す

る
と
言
ひ
得

る
。
彼
は
之
を

肇

論

の
硯
究

(四
九
)
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肇
・
論

の
研

究

(
五
〇
)

故
放
光
云
、
第

一
眞
諦
、
無
成
無
得
、
世
俗
諦
故
、
便
有
成
有
得
、
夫
有
得
帥
是
無
得
之
傭
號
、
無
得
帥
是
有
得

之
眞
名
、
眞
名
故
.
錐
直
而
非
有
、

備
號
故
、

錐
僑
而
非
無
、

是
以
言
遣
ハ未
嘗
有
、

言
偽
未
嘗
無
、
二
言
未
始

一
、
二
理
未
始
殊
、
故
脛
云
、
眞
諦
俗
諦
謂
有
無
耶
、
答

日
無
異
也
、
此
経
眞
辮
眞
諦
以
明
非
有
、
俗
諦
以
明
非

無
、
豊
以
諦
二
而
二
於
物
哉
。
(同
論
,
一
五
二
)

ゆ

と
読

い
て
、
眞
俗

二
諦
は
説
明
上
、
二
と
分

つ
も
共
膿
に
至

つ
て
は
無
所
得
の

一
理
に
蹄
結
し
、
便
ち
非
有
非
無
を

具
し

て
中
道
を
成
す
る
も
の
と
し

て
ゐ
る
。

つ
ま
b
僧
肇
當
時
は
老
荘

思
想
が
盛
行
し
て
二
諦
を
理
と
し
て
説
明
す

る
の
が
便
利
な
の
で
約
理
的
所
談
を
用
ひ
た
迄
で
あ

つ
て
、
彼
は
所
謂
約
理
二
諦
と
云

ふ
も
諸
家
の
理
の
二
諦
論
と

は
固
よ
り
異

つ
て
ゐ
る
。
④

叉

然
則
萬
物
果
有
其
所
以
不
有
、
有
其
所
以
不
無
、
有
其
所
以

不
有
、
故
錐
有
而
非
有
、
有
其
所
以
不
無
、
故
錐
無

而
非
無
、
錐
無
而
非
無
、
無
者
不
絶
盧
、
錐
有
而
非
有
、
有
者
非
具
有
、
若
有

不
帥
眞
、
無
不
夷
跡
、
然
則
有
無

補幣
里
ハ、
且
台
欽

一
也
。
(同
論
、
一
五
二
)

と
有
無
を
説
明
し
て
異
名
で
あ
る
も

一
に
蹄
す
る
と
云

つ
て
居

る
。
之
れ
を
ば
指
室
は
左

の
如
く
云
つ
て
ゐ
る
。

問
日
以
何
爲
宗
、
師
日
眞
室
無
相
爲
宗
。
…
…
置
ハ塞
者
非
塞
非
不
塞
、
.非
相
非
不
相
、
非
有
非
非
有
。
…
…
浮
垢

長
短
之
倶
無
…、
斯
則
眞
塞
也
。
…
…
而
頗
之
日

佛
相
眞
察
無
相
宗
、
古
今
非
相
亦
非
塞
、
妙
艦
如

々
充
法
界

一
輪
赫

々
大
千
中
(閏
漬
撰
、
指
空
輝
要
録
)
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叉
之
を
ゲ
ー
ナ
は
次
の
如

く
言

つ
た
。
便
ち

こ
宮
舞
霞

ゲ
舞

≦
o飢
o
「
囚
6
3

昌
0
9

の
9
巴
ρ

〉
=
o
ω
甘
叶
巴
o
ヨ
津
o
ぎ
o
ヨ

§
巴
o
㌔
.
①

と
云
ふ
も
、
核
と
殼
と
を
不
有
不
無
と
謂

つ
て

一
理
に
蹄
す
と
説
く
。
衣
に
、
「
断
見
」
と
「
常
見
」
と
を
説
破
し

て
、

囑何
者
、
謂
物
無
耶
、
則
邪
見
非
惑
、
謂
物
有
耶
、
則
常
見
爲
得
、
以
物
非
無
、
故
邪
見
爲
惑
、
以
物
非
有
、
故
常

見

不
得
、
然
則
非
有
非
無
者
、
信
眞
諦
之
談
也
、

故
道
行
云
、

心
亦
不
有
亦
不
無
、

中
観

云
、

物
從
因
縁
故
不

有
、
…縁
∵起
故
不
鉦
州、
臼尋
一埋
舶即
註
ハ
然
山
世
。
(同
論
、
一
五
二
)

と
云

つ
て
、
宇
宙

の
眞
相
は
有
無
生
滅
に
亘
ら
す
、
有
無

に
著
す
れ
ば
寧
ろ
燭
艘

に
諸
法
を
随
せ
し
む
る
こ
と

、
な

る
。
然
れ
ば
同
起
を
述

べ
て
臨
濟
は
、

道
流
莫
錯
、
世
出
世
法
皆
無
自
性
、

亦
無
生
往
、

但
有
塞
名
、

名
字
亦
塞
、

禰
砥
壌
認
佗
閑
名
爲
實
、
大
錯
了

也
、
設
有
皆
是
依
鍵

之
境
、
有
箇
菩
提
、
浬
漿
依
、
解
脱
依
、
三
身
法
、
境
智
依
、
菩
薩
依
、
佛
依
、
彌
向
依
憂

國
土
中
覚
什
塵
物
、
乃
至
三
乗
十

二
分
教
、
皆
是
拭
不
漂
故
紙
、
佛
是
幻
化
身
、
祀
是
老
比
丘
、
禰
若
求
祀
師
被

祀
魔
縛
、
禰
…若
求
皆
苦
、
不
如
無
事
。
(臨
濟
録
)

と
戒
め
て
ゐ
る
。

叉
曰
く
、

所
以
然
者
、
夫
有
若
置
ハ有
h
有
自
常
有
、
豊
待
縁
後
有
哉
、
響
彼
眞
無
、
無
自
常
無
、
豊
待
縁
而
後
生
也
、
若
有

肇

輪
皿
の
…研
究

(五
一
)
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●

肇

論

の

研

究

(
五
ご
)

不
自
有
、
特
縁
而
後
有
者
、
故
知
有
非
眞
有
、

有
非
眞
有
∵

錐
有
不
可
謂
之
有
尖
、

不
無
者
、

夫
無
則
湛
然
不

Ψ
動
」
可
謂
之
無
、
萬
物
若
無
、
則
不
鷹
起
、
起
則
非
無
、
以
明
縁
起
故
不
無
也
。
(同
論
、
一
五
二
)

乏
説

い
て
一
諸
縁
を
待

つ
て
有
、
無

の
あ
る
の
で
な

く
、
萬
象

に

一
物
も
與
え
す
、
滅
せ
す
と
も
物

々
発
眞
を
現
じ

ゐ
る
。
故

に
理
性

の
論
理
を
惇
ま
ず
、
猫
り
諦
認

の
論

理
の
底

に
噂
か
う
。
さ
れ
ば
有
無
は
不

一
不
こ
と
な
り
、
有

も
絶
封
、
無
も
純

一
も
可
能
と
な
る
。
愛

に
於
て
彼
は
、

尋
此
有
無

之
言
、
豊
直
反
論
而
巳
哉
、
若
慮
有
、
即
日疋
有
、
不
鷹
言
無
、
若
鷹
無
一
帥
是
無
、
不
鷹
言
有
一
日疋
爲

假
有
以
明
非
無
、
昔
無
以
辮
非
有
、

一
稔

二
、
其
文
有
似
不
同
、
筍
領
其
同
。

と

い
ふ
。
是
れ
、
恰
も
龍
樹
が

「
法
忍
」

を
読
く
の
と
見

る
に

復
次
法
忍
者
、
於
内
六
情
不
著
、
於
外
六
塵
不
受
、
能
於
此
ご
不
作
分
別
、
何
以
故
、
内
相
如
外
外
相
如
内
、

二

相
倶
不
可
得
故
、

一
相
故
、
因
縁
合
故
、
共
實
塞
故
、

一
切
法
相
常
清
漂
故
、
如
眞
際
法
性
相
故
、
不
二
入
故
、

錐
無

二
亦
不

一
、
如
是
観
諸
法
心
信
不
轄
、
是
名
法
忍
。
(
大
智
度
論
、
正
藏
二
五
、
=
ハ
八
)

と
結

月
、
有
無
に
亘
ら
す
し
て
中
道
を
得
る
も
"
法
忍
の
諦
認
も
其
否
定
道
を
辿
り
肯
定
(
妙
有
)
を
認
む
る
嵩
は
相

通
す
る
。

如
斯
な
れ
ば
萬
法
は

ア
ン
グ

〃
ス
・
シ
レ
ヂ
ウ

ス

(
諺
昌
σq
o冒
。・
の
浮
・・剛島
)
が

噸b
g
江
。。け
。ぎ

討
暮
9

2
戸6洋
。。
㍉
9

『5、冨
け
囚
・
ぎ

匿
言

昌
0
9

霞
3

52



甘

ヨ
9
『
α
賃
舜
9

旨
β
αq
邑
瀞
♂
甘

彗
。岸

。
暮
乱
昌
儀
興

臼
触㌔、
㈹

と
歌

つ
た
如
く
、
捕
捉

せ
ん
と
す

る
も
不
可
得
で
あ
る
。
故

に
、

然
則
萬
果
有
其
所
以
不
有
、
不
可
得
而
有
、
有
共
所
以
不
無
、
不
可
得
而
無
。
(同
論
、
一
五
二
)

と
云

つ
て
、
「
不
可
得
而
有
」
、
「
不
可
得
而
無
」
と
示
唆
し
得
ら
る
～
の
み
で

コ

切
法
者
即
非

一
切
法
是
故
名

一
切

法
L
(金
剛
経
)
と
詮
表
せ
ら
る
可
き
で
あ

る
。
不
死
の
萬
法
、
僅
な
き
宿
命
の
肉
眼

の
企
及
す

る
法
も
な

い
ゆ

」

叉
重
ね

て
曰
く
、

何
則
、
欲
言
其
有
、
有
非
眞
生
、
欲
言
其
無
、
事
象
既
形
、
象
形
不
即
無
、
非
眞
非
實
有
、
然
則
不
眞
塞
義
、
顯

於
叢
{矢
。
(同
論
、
一
五
二
)

と
不
量
ハ塞
な

る
こ
と
を
読
い
て
ゐ
る
。
今
、
般
光
般
若
脛

の

一
文
を
引
用
し
、
読
明

の
補
助
と
せ
よ
う
。

爾
時
須
菩
提
臼
佛
言
、
世
奪
…
…
云
何
於
是
無

形
法
而
知
差
別
入
般
若
波
羅
蜜
中
、
云
何
於
無
相
法
以

一
相
而
逮

正
畳
、
佛
告
須
苦
提
言
、
菩
薩
摩
詞
薩
行
般
若
波
羅
蜜
、
五
陰
如
幻
如
響
如
夢
如
影
如
熟
如
焔
如
化
。

(正
藏
八
、

一
二

三
)

川

老
は

金
剛
経

の
絡
末

の
碩

を
評

し

て
上
文

の
如

く
云

つ
た
。
:

「

頚

日
、

水
中
捉

月
、
鏡

中
尋

頭

、
刻
舟

求

劔
、
騎

牛
覚

牛
、

室
華

陽
焔

、
夢
幻

浮
謳
、

一
筆

句

下
、
要

休
便
休

、

巴
歌
杜

酒
村

田
樂

、

不
風
流

自
風

流
。

(金
剛
縄
川
老
頽
古
評
記
)

、

爬

肇
・
論
剛
の
研

究

(五
匹
)
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論

の

研

究

(
五
四
)

一
物
を
捕

へ
ん
と
す
も
焦
慮

に
留
る
の
み
で
、
鏡
中

に
自
己

の
顔
影
を
掴
ま
ん
と
す

る
が
如
く
で
あ

る
。
結
論

し
て

不
眞
塞
と
言
は
ざ
る
を
得
な

い
。
重
ね
て
龍
樹

の
語
を
借
れ
ば
、

色
聲
香
味
燭
、
及
法
膿
六
種
、
皆
塞
如
炎
夢
、
如
乾
閣
婆
城
、
如
是
六
種
中
、
何
有
浮
不
澤
、
猫
如
幻
化
人
、
亦

如
境
中
像
。
(正
藏
、
=.○
、
三
一
)
と
断
じ
て
ゐ
る
。

.

斯

の
如
く
萬
法
は
不
置
ハ塞
な
り
と
言

へ
ば
、
「
名
稽
」
と
「
實
髄
」
は
不
帥
不
離
の
關
係
と
な
ら
す
、
却

つ
て
概
念
は

錯
齪
す

る
こ
と

～
な
る
。
因

つ
て
荷
子
は
次
の
如
く
言

ふ
て
居

る
。

　

む

　

　

　

故
王
者
之
制
名
、
名
定
而
實
辮
、
道
行
而
志
通
、
則
愼
率
民
而

一
焉
。
(筍
子
、
正
名
篇
、
巻
+
六
)

不
眞
塞
な
り
と
云

へ
ば
萬
象
の
名
稻
も
自
ら
な
い
こ
と

・
な
る
。
さ
れ
ば
名
實

に
塞
と
云
ふ
は

「
折
僻
檀
作
名
、
以

齪
正
名
、
使
民
疑
惑
、
人
多
辮
訟
、
則
謂
之
大
姦
、
其
罪
猶
符
節
度
量
之
罪
」
(同
上
)
と
非
議
さ
る
も
、
肇
は
衣
の
如

く
説
く
。

夫
以
名
求
物
、
物
無
當
名
之
實
、
以
物
求
名
、
名
無
得
物
之
功
、
物
無
當
名
之
實
、
非
物
也
、
名
無
得
之
功
、
非

名
、
是
以
名
不
當
實
、
實
不
當
名
、
名
實
無
當
、
萬
物
何
安
。
(同
論
、
一
五
一
)

凡
べ
て
否
定
し
、
論
理

の
世
界

で
名
實
を
附
與
す
る
も
宗
教
の
論
理
、
生
命
の
哲
學
の
圏
内
に
は

[、
不
合
理
な

る
が

故
に
我
信
す
L

と
さ

へ
言
は
る
、
と
共
に
不
置
ハ塞
な
り
と
も
説
き
得
る
。

さ
れ
ば
オ
ー
ガ

ス
チ
ン

(
》
二
σq
葛
梓言
量

曽
隣
-
お
o)
も
云
ふ
。
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「
ま
た
私
は
貴
方
よ
り
以
下
の
他
物
を
見
ま
し
た
。
そ
し
て
夫
は
全
然
あ

る
の
で
も
な
け
れ
ば
、
叉
全
然
な
い
の

で
も
な
い
こ
と
を
悟
り
ま
し
た
。」
(俄
悔
録
、
世
界
大
思
想
全
集
拳
四
、
一
五
六
)

と
さ

へ
道
破

し
て
居
る
。
若
し
差
別
界

に
立
脚
し

て
云

へ
ば
荷
子
が
老
子
を
誹
誘
し
て
「
老
子
有
於
謡
…、
無
見
於
信
」

(筍
子
、
天
論
篇
、
巻
十
一
)
と
、
宗
敏

の
世
界
も
老
子
と
同
じ
罵
言
を
與

へ
ら
る

、
だ
ら
う
。

併
し
名
實

の
假
有
な
る
と
極
論
す

る
所

に
宗
教
が
濁
歩

の
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
事
を
高
調
す
る
繹
で
あ

る
。
街
前

亀

読
を
張
張
し

て

故
中
観
云
、
物
無
彼
此
、
而
人
以
此
爲

此
、
以
彼
爲
彼
、
彼
亦
以
此
爲
彼
、
以
彼
爲
此
、
此
彼
莫
乎

一
名
、
而
惑

者
懐
必
然
之
志
、
然
則
彼
此
初
非
有
、

惑
者
初
非
無
、

既
悟
彼
此
之
非
有
、

有
何
物
而
可
有
哉
、

故
知
萬
物
非

眞
、
假
號
久
臭
。
(同
論
、
一
五
一
)

と
云

へ
り
、
之
と
同
旨
を
述
べ
た
ウ
ダ
ー
ナ

(
q
鼠
舜
)
の

一
節
を
か
り
來
れ
ば
、

「
そ
こ
竈
は
地
も
水
も
火
も
風
も
虚
塞
も
有

る
な
く
、
此
世
も
彼
世
も
日
光
も
な
き
庭
あ
り
。
之
を
往
と
も
稽
す

可
か
ら
す
、
來
と
も
止
と
も
去
と
も
稽

す
べ
か
ら
す
。
堅
佳
に
あ
ら
す
、
生
起

に
あ
ら
す
、
纒
綿
に
非
す
。」

(
q
烏
5
8

昌
・H・)

で
あ

る
。
斯

の
如
く
否
定
し
來
れ
ば
唯
獣

(
竃
o
旨
臼
)
あ
る
の
み
、
塞

の
無
限
塞
あ

る
の
み

で
名
く
可
き
物
な

く
、
執

る
可
き

一
砂
も
な
い
。
因

つ
て
成
具
光
明
成
意
経
に
も
、

肇

論

の
研
究

(五
五
)
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肇
・
論

の

研

究

(
五
六
)

、
白
疋
法
鉦
州所

得
、

得
一爲
一爲
此
(名

也
Q

(正
藏

一
五
、
四
五
四
)

と

説

い
て
あ

る
。
賢

明

に
も
荘

子

は
言

ふ
た
。

以

指
喩
指

之
非

指
、

不
若

以
非

指
喩
指

之
非

指
、

以
馬

之
非

馬
、

不
若

以
非
馬

喩

馬
之
非

馬
也

、

天
地

一
指
也

、

萬

物

一
馬

也
。

(蕪
子
、
齊
物
篇
)

.

、

故

に
彼

も
衣

の
如

く

云

つ
て
ゐ

る
。

聖
人
乗

千

化
而

不
凝

、
履
萬
惑

而
常

通

者
、
以

共
即

萬
物

之

自
盧

、
不
假
盧

而
物

也

。

(同
論
、
一
五
三
)

道

元
灘

師

は
之

を

「
モ

シ
人

一
時

ナ

リ

ト
イ

フ
ト

モ
、

三
業

二
佛
印

ヲ
標

シ
。

三
昧

二
端

坐

ス

ル
時

、
遍

法
界

ミ
ナ
佛

印

ト

ナ
リ
、

鑑

虚

塞

コ
ト

コ
ト
ク
サ

ト
リ

ト
ナ

ル
。

ユ
ヱ

ニ
諸

佛
如

來

ヲ

シ
テ

ハ
本

地

ノ
法
樂

ヲ

マ
シ
…

…
本

來
面

目
現

ス
ル

ト
キ
、
諸

法

ミ
ナ

正
畳

ヲ
讃

會

シ
萬
法

ト

モ

ニ
佛
身

ヲ
使

用

シ
テ
、

ス
ミ

ヤ
カ

ニ
謹
會

ノ
邊

際

ヲ

一
超

シ
テ
畳
樹

王

二
端

坐

シ
、

一
蒔

二
無

正
等
等

ノ
大

法
輪

ヲ
轄

シ
、
究

覧
嚥

爲

ノ
深
般

若

ヲ
開
演

メ
卍。
」
(正
法
眼
藏
、
癖
道
話
)

乏

道
破

し

て
ゐ

る
。
葛
藤

を
離

れ
ば
帥

眞

で
適

る
か
β

.
「

き

ー

不
動
眞

際
爲

諸

法
立

庭
、
非
離

眞

而
立

庭
、

立
虞
帥

眞
也

。

(同
論
、

一
五
三
)

,

:

-

、
-

と
言

ひ
得

る
。
然

る
時
審

天
地

は
、

●

「
山

モ
法
性

ナ

リ
。
川

モ
眞
如

ナ

ソ
。

一
草

モ
佛
身

ナ

ソ
。
」
(輝
戒
紗
)
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で
あ

る
。

最
後
に
「
立
庭
即
眞
」
を
説
い
て

一
切
萬
法
は
帥
ち
眞
如
法
性

の
顯
れ
で
あ
り
、
從

つ
て
山
雲
漢
月
も
眞
理
の
租
、

鳥
語
漢
聲
も
無
生
の
響
あ

る
こ
と

、
な

る
。
因

つ
て
曰
く

然
則
道
遠
乎
哉
、
鯛
事
眞
、
聖
遠
乎
哉
、
膿
之
即
眞
也
。
(同
論
、
一
五
三
)

然
り
、

一
葉

一
繹
迦

一
枝

一
彌
勒
塵

々
刹

々
総
て
悟
道
者
に
あ
加
得
る
。
換
言
す
れ
ば
眞
塞
を
艦

せ
ば
即
ち
佛
で
あ

、り
、
具
人
な
れ
ば
當
慮
が
漂
土
で
あ

る
。

一
休
和
術
は

「
水
か
ゴ
み
」

に

「
繹
迦
出
山
の
語

に
曰
く
、

一
佛
成
道
観
見
法
界
、
草
木
國
土
悉
皆
成
佛
、
草
木
さ

へ
佛
に
な
る
と
な
れ
ば
人
間

は
云
ふ
に
及
ば
す
、
昔
あ

つ
た
と
、
繹
迦
も
阿
彌
陀
も
皆
佛
ぢ
ゃ
と

い
ふ
た
と
、
し
た
が
う
そ
を

つ
か
れ
た
と
な

　

も

も

　

ぬ

ゐ

　

　

　

も

　

の

ぬ

も

　

　

ぬ

う

も

も

も

も

も

ぬ

う

ち

う

ふ
、

唄

ふ
も
舞

ふ
も
法

の
聲
、

柳

は
緑
花

は
紅

、
あ

ら
面
白

の
春

の
け
し
き

や
く

」
(有
明
堂
丈
庫
輝
林
法
話
集
、
四
二
)

●

と

云

つ

て

ゐ

る

。

未

だ

肇

の

當

に

方

り

て

頓

悟

灘

も

東

傳

せ

ざ

る

に

、

然

る

を

斯

く

其

の

精

髄

を

道

破

し

ゐ

る

如

き

、

全

く

彼

才

器

の

卓

絶

せ

る

に

喫

驚

せ

ざ

る

を

得

な

い

。

`

`

,

)

.

気

の

缶
o
σq
の
】…
謂

①
碁
ρ

同
鱒

く
o
斜

窪
"
P

℃
三
ど
負

寓
Φ
ポ
QQ
り
嵩
・

,
'

②

木
下
博
士
著
「
解
脆

へ
の
道
」
(縮
…版
)
一
五
二
ー

一
六
〇
。
忽
滑
谷
博
士
著
「
強
學

思
想
史
」
上
巻
、

二

噌
ー

三
六
。
オ

ル
デ

ン
ベ

ル
グ
著

(高

楠
博
士
、
河

井
哲
雄
共
課
)
「
ウ
バ

ニ
シ
ヤ
ツ
ド
よ
り
佛
教
ま

で
」
六

ニ
ー

八
四
。

肇

論

の

硯

究

(
五
七
)
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(4) (3)《6) (o)

蜷
・
論

の

研

究

(
五
八
)

ω
b
ぼ
o
N9⊃…
U
圃o
犀
三
『

切
o
o
一9
ヨ
}
型

b。
ど

b
島

こo噛

二
諦
論

は
古
く
は
尼
乾
乎
問
経

に
世
俗
、
勝
義
を
立

て
、
後
付
法
藏
因
縁
傳
(
正
藏
、

五
〇
、

二
九

七
)
に
現
は
れ

た
も
の
と
し
て
富
那
著

が

「
佛

法
中
凡

二
諦
。
若
就

世
諦
假
名
爲
我
。
第

一
義
諦
皆
悉
空
寂
」
と
云
ひ
、
馬
鳴

は
「
世
諦
假
名
定
爲
非
質
。
第

哺
義
諦
性
復
空
寂
」
と
去

ひ
、
龍

樹
は

「
諸
佛
依

二
諦
。
而
爲
衆
生
設
法
。
若
人
不
能
知
實
義
。
則
於
甚
深
佛
法
。

不
知
實
義
」
(
正
藏
三
〇

、
三
ご
)
と
、
又
「
佛
法
中
有

二
諦
。

繭
者
世

諦
。

二
者
第

一
義
諦
」
(
正
藏

二
五
、

三
三
六
)
と
あ
り
、
羅
什

の
夫

は
不
明
。
此
等

の
諸

読

は
稽

近
き
二
諦
論
な
ど
樹

、
.差
異
あ

り
。
佐

々
木
憲

徳
氏
著
「
上
世
支
那
佛
教
學
史
」
全
七
十

四
頁
を
参
照

せ
よ
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